
  

 
  

 
 

 
 
 
 

 気になる税効果会計の厳格運用 

Ｑ：最近、税効果会計の厳格な運用により、

繰り延べ税金資産を取崩す例が増えていると

聞きます。なぜ取崩す必要があるのでしょう

か？ 

 

Ａ：業績悪化により、将来の課税所得の見

通しが悪くなったからです。 

【解説】 

 税効果会計は、会計上の利益と税務上の課

税所得とのズレを調整するための会計手法を

いいます。たとえば、会計上では売掛債権を

貸倒損失として計上しても、税務上では損金

として認められないことが多く、将来その得

意先が法的に整理されるなどの事実が生じた

場合に初めて損金として認められ、過去に支

払った税金が戻ってくることになります。税

効果会計は、この将来戻ってくると見込まれ

る税金分を損益計算書上では税金を減らす処

理をし、貸借対照表上では繰り延べ税金資産

として計上することにより、結果的に自己資

本がふえる仕組みになっています。 

 ただし、繰り延べ税金資産は、将来の回収

の見込みについて毎期見直しを行わなければ

ならないとされていますので、業績が悪化し、

将来の課税所得の見通しが悪くなれば、その

見通しに応じた繰り延べ税金資産しか計上で

きなくなり、過去に回収できると見込んで積

み立てた繰り延べ税金資産を取り崩さなけれ

ばならないわけです。そんな理由から、繰り

延べ税金資産が取崩されているのです。 
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